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研究の概要 
フィールド・室内実験における新規生理評価システムを開発した。「実験生理人類学」にお
いては自然環境を対象とした 456 名によるフィールド大規模実験および室内実験を実施し
データを蓄積した。それらのデータを用いて「理論生理人類学」の重要キーワードである
「全身的協関」「生理的多型性」を説明し、「実験・理論生理人類学」の融合を図った。 
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１．研究開始当初の背景 
研究開始当初の生理人類学においては、

実験を通した生理人類学研究、いわゆる「実
験生理人類学」は盛んであったが、「理論生
理人類学」の５つの重要キーワードという
観点からみた場合、「実験・理論生理人類学」
の融合はなされていなかった。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、「実験生理人類学」
に「理論生理人類学」を導入し、両者を融
合することである。つまり、①実験生理人
類学の確立とデータ蓄積、②理論生理人類
学におけるキーワードの確定と解釈、なら
びに③実験・理論生理人類学の融合である。 
 
３．研究の方法 

（主な購入設備等を含む） 
(1)実験生理人類学に関しては、 
1)新規生理評価システムの開発（主な

購入設備として近赤外時間分解分光
システム・写真1） 

2)自然環境が生体にもたらす影響に関
するフィールド・室内実験 

(2)理論生理人類学に関しては、 
1)生理人類学における5つの重要キー

ワードの定義 
(3)実験生理人類学と理論生理人類学の

融合に関しては、 
1) 重要キーワードである「全身的協
関」と「生理的多型性」に対する実験
生理人類学からの融合 

を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1  フィールドにおける近赤外時間分解 
  分光法を用いた前頭前野活動の測定風景 
 
４．研究の主な成果 
(1)実験生理人類学 
1)新規生理評価システムの開発 
①世界初のフィールドにおける近赤外時間 

分解分光法による脳活動の絶対値計測を実施
した（図 1）。②近赤外時間分解分光法と fMRI
の同時測定システムを確立した。③脳活動・
自律神経活動・内分泌活動・免疫機能の同時
計測システムを確立した。 
2)自然環境が生体にもたらす影響に関する 
 フィールド実験 
全国の森林、計 38 ヶ所において 456 名を被

験者とした森林浴実験（対照は都市部）を実
施し、420 名の結果から、森林浴は、コルチ
ゾール濃度を 12.4％低下、副交感神経活動
（心拍変動性）を 55.0％上昇、交感神経活動
（心拍変動性）を 7.0％低下、脈拍数を 5.8％
低下、収縮期血圧を 1.4％低下させることが
分かった。さらに免疫機能の低下している被
験者の森林浴による免疫機能回復効果につい
ても NK 活性を指標として明らかにした。 

生理人類学体系化の試み 

ー実験生理人類学と理論生理人類学の視点からー 
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physiological anthropology" 
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図1 森林浴による前頭前野活動の 

鎮静化 
 

(2)理論生理人類学に関する研究成果 
生理人類学の重要キーワードであるテク

ノアダプタビリティ、環境適応能、機能
的潜在性、全身的協関、生理的多型性に
ついて、その考え方を定義した。 

 
(3)実験生理人類学と理論生理人類学の 

融合 
「全身的協関」については、森林浴は、

SAM 系ならびに HPA 系の抑制をもたらし、
コルチゾール濃度の低下が免疫機能の回復
効果をもたらすと言うメカニズムを明らか
にした。「生理的多型性」については、刺激
による被験者の変化の「ばらつき」は誤差
ではなく実体であるという考えに基づき
「パーソナリティの違い」ならびに「絶対
値と刺激による変化量の関係」に着目して、
個人差を説明した。 
 
５．得られた成果の世界・日本における位
置づけとインパクト 
(1)フィールドにおける近赤外時間分解分
光法を用いた脳活動の絶対値計測、近赤外
時間分解分光法と fMRI の同時計測ならび
に脳活動・自律神経活動・内分泌活動・免
疫機能の同時計測システムを確立したこ
とが特記される。 

(2)森林浴効果に関して、確立された生理評
価システムを用いて研究を進め、成果を発
表しているのは我々のグループのみであ
る。加えて、森林浴効果を対象とし、456
名を被験者とした大規模フィールド実験
は世界初であり、そのインパクトは大きい。 

(3)理論生理人類学の重要キーワードであ
る「全身的協関」については、森林浴効果
を取り上げて、その生理的メカニズムを明
らかにした。「生理的多型性」については、
「パーソナリティの違い」ならびに「絶対
値と刺激による変化量の関係」に着目して、
その説明を行っており、これらは初の試み
である。 
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